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高校生を対象に
出前講座地域貢献

　「体験すること」に主眼をおき、楽しみながら「食」と「農」について学んでもらえるよう、
さまざまなプログラムを実践しています。

子どもたちに食と農の大切さを伝えます
食農教育

■田植え体験

■バケツ稲に挑戦 ■まめなかな運動

　5月、駄知小学校（土岐市）、土岐小学校（瑞浪市）、稲津小
学校（瑞浪市）の5年生が田植えを体験しました。水を張った
田んぼにくるぶしまでつかりながら、横一列に並び基準のひ
もに沿って、農家の方々やＪＡ職員と一緒に一株一株丁寧に
植えました。児童たちは「土がねっとりして歩きにくかった」と
初めての体験に驚きつつも「収穫が楽しみ」と声を弾ませて
いました。

　5月～6月、管内の小学校3年生が「まめなかな運動」（大豆栽培）に取り組みまし
た。「まめなかな運動」とは大豆の「マメ」と岐阜の方言で元気という意味の「まめ」
という言葉をあわせた造語で大豆栽培や豆腐づくりを学ぶことで、食育につなげて
いく運動です。
　出前授業では大豆の豆知識クイズや大豆がどんな料理に変身するのかなどを学
び、実際に各自でポットに大豆を播種しました。
　児童たちは、「今日種をまいた大豆を一生懸命育てて、自分たちで収穫したい」「今
年だけでなく、来年もお家で大豆を育ててみたいと思った」と笑顔で話しました。

　5月下旬、根本小学校（多治見市）
5年生を対象に、お米についての知
識や田んぼがどのように私たちの暮
らしの支えになっているか知ってもら
うための出前授業を行いました。
　ＪＡ職員によるお米に関する○×ク
イズなどを行い児童たちは楽しくに
田んぼの役割について学びました。
児童たちは、これからバケツで生育す
る稲を見守り成長を日々観察してい
きます。

　3月中旬、若い世代の金融リテラシー向上を目的に、多
治見西高校（多治見市）1年生約100人を対象に消費者
トラブルや金融商品について考える「金融出前授業」を開
催しました。
　出前授業では、県消費生活啓発推進員の佐藤逸子さん
が「消費者ってわたしのこと」をテーマに消費者トラブル
について解説し、契約にかかる約束ごとやインターネット
通販利用の注意点などを生徒
に伝えました。
　参加した生徒は「資産形成
のことやインターネット通販
の注意点がわかった。もっと知
識を高めたい」と話しました。

上野町支店、ローン＆ライフプランサポートセンター瑞浪
がグランドオープン支店情報

　建物・設備の老朽化により建替えを進めておりました当ＪＡ上野町支店が、
お陰をもちまして完成し3月17日（月）新店舗にて営業を開始しました。
　新店舗は国道19号沿いで鉄骨造2階建て、延べ653㎡で、振り込め詐欺
被害防止のためＡＴＭコーナーに人工知能（ＡＩ）カメラを利用した注意喚起シ
ステムを導入しました。太陽光発電と蓄電池、電気自動車（ＥＶ）を設置し非常
時にも備えています。
　また、ローンや家計の見直しの相談に応じる「ローン＆ライフプランサポー
トセンター瑞浪」を併設し同時に営業を始めました。
　工事期間中、地元の皆さまにはご不便、ご迷惑をおかけいたしました。新店
舗へのご来店を心よりお待ちしております。

農業情報 組合活動

本店、多治見支店
新築工事開始のお知らせ

　建物・設備の老朽化への対応により当ＪＡ本店・多治見支
店の新築、建て替えを行うこととし、令和7年6月に着工しま
した。令和8年5月完成、6月オープンを目指しています。
　新本店は国道248号沿いの旧多治見支店跡地に建設予
定で、1階に多治見支店、2～4階部分に本店各部署を設置
する4階建ての建物です。
　組合員・利用者の皆さま方に便利で快適にご利用してい
ただける店舗の建設を計画していますので、一層のご愛顧
をよろしくお願い申し上げます。
　また、工事期間中は地域の皆さま方には大変ご迷惑をお
かけしますが、何卒、
ご理解を賜りますよ
う、重ねてお願い申し
上げます。

児童たちを見守る
交通安全運動地域貢献

支店情報

　当ＪＡは「ＪＡとうと交通安全運動」の一環として、春の交通
安全運動に合わせ、全支店近辺の通学路に職員を配置して、
地域ボランティアの方々と
ともに交通誘導と声かけを
行いました。また、年間を
通じて役職員やＪＡ車両の
「事故ゼロ・違反ゼロ」を目
指し全役職員が交通安全
に取り組んでいます。

土岐市経済倶楽部
通常総会を開催地域貢献

　当ＪＡ土岐市内9支店の取引先235事業所からなる「ＪＡ
とうと土岐市経済倶楽部」の通常総会がセラトピア土岐で開
かれ、本年度の事業計画などを承認しました。
　総会には加藤淳司土岐市長をはじめ会員ら約60人が出
席し、講演会では外交
ジャーナリストの手嶋
龍一さんが「トランプ政
権の行方を読み解く」を
テーマにトランプ政権が
進める関税政策などにつ
いて話されたほか懇親
会も行われました。

「みずなみ野菜づくり塾」
が開講

　4月中旬、当ＪＡ経済センター内の圃場にて「野菜づくり
塾」を開講しました。栽培技術の向上と野菜づくりの楽しさ
を学んでいただくことを目的に行政の協力を得ながら毎年
開催しており、4月～11月まで毎月1～2回開き机上の講
義と圃場での実地研修を計画しています。
　受講生は土づくりの講義を受けた後、実際に耕運機作業
を体験し「自分で育てた野菜を収穫するのが楽しみです」と
抱負を話しました。

新入職員が農作業研修

　5月～6月、農業の楽しさ知ることや地域活性化に貢献す
ることを目的に、今年度の新入職員が田植えやサツマイモ
の定植作業を行いました。
　多治見市内にある当ＪＡ体験農場では、マルチシートを
張った畑に約700本のサツマイモの苗「紅はるか」を植え
つけました。これから生育を見守り、秋には近隣の園児らが
収穫体験を行う計画です。

令和7年5月23日（金）

令和7年3月12日（水）

駄知小学校 土岐小学校 稲津小学校

根本小学校 南姫小学校 土岐小学校 日吉小学校根本小学校

令和7年3月17日（月）

▲駄知小学校

▲土岐小学校

▲南姫小学校 ▲日吉小学校

▲稲津小学校

▲挨拶する楓陽光会長
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